
～
第
48
回（
令
和
５
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り
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「SDGｓ」で未来へ親切
環 境 に や さ し い ボ ー ル ペ ン を 使 っ て み よ う

　
街
か
ら
出
た
ご
み
が
、
河
川
な
ど
か
ら
海
に

流
れ
着
く「
海
洋
ご
み
」問
題
。
こ
の
ま
ま
ご
み

が
増
え
続
け
れ
ば
、
２
０
５
０
年
に
は
海
洋
ご

み
の
量
が
世
界
中
の
魚
の
重
量
を
上
回
る
、
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
中
で
も

「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」と
い
わ
れ
る
5
ミ

リ
以
下
の
微
細
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
海
の
生

き
物
が
食
べ
て
し
ま
う
ほ
か
、
サ
ン
ゴ
な
ど
の

生
態
系
に
も
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る

そ
う
で
す
。

　
こ
の
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
、
国
内
で

初
め
て
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
素
材
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
し
た
の
が
㈱
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
。
長
崎
県
対
馬
市
に
漂
着
し
た
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
を
、
ペ
ン
を
握
る「
先さ
き

胴ど
う

」と
い
う

部
分
に
使
用
。
長
い
間
海
水
や
紫
外
線
に
さ
ら

さ
れ
、
強
度
が
不
安
定
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
一

定
の
品
質
に
す
る
た
め
、
様
々
な
試
行
錯
誤
を

経
て
製
品
化
し
ま
し
た
。

　
海
を
思
わ
せ
る
ブ
ル
ー
は
着
色
し
て
お
ら
ず
、

再
生
樹
脂
と
配
合
し
て
偶
然
生
ま
れ
た
色
。
回

収
場
所
や
季
節
に
よ
っ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
色

が
異
な
る
の
で
、
製
造
ロ
ッ
ト
に
よ
っ
て
先
胴

部
分
の
色
味
が
若
干
変
化
し
ま
す
が
、
こ
れ
が

本
当
に
回
収
し
た
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
使
用
し
て
い
る
証
で
す
。

　

日
本
が
誇
る
筆
記
具
メ
ー
カ
ー
・

パ
イ
ロ
ッ
ト
製
で
す
の
で
握
り
や
す

く
、
書
き
心
地
も
な
め
ら
か
で
す
。

　

環
境
問
題
と
い

え
ば
、
真
っ
先
に

頭
に
浮
か
ぶ
の
が

森
林
破
壊
。
山
火

事
や
違
法
伐
採
な

ど
に
よ
っ
て
世
界
各
地
で
森
林
が
減

少
し
、
地
球
温
暖
化
や
大
気
汚
染
、

森
の
生
態
系
の
破
壊
と
い
っ
た
問
題

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
森
林
管
理
協
議
会（
Ｆｏｒ
ｅ
ｓ
ｔ 

Ｓ
ｔ
ｅ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ 

Ｃｏ
ｕ
ｎ

ｃ
ｉ
ｌ
）」は
、
こ
う
し
た
問
題
に
歯

止
め
を
か
け
、
持
続
可
能
な
森
林
管

理
を
世
界
に
広
め
る
た
め
の
組
織
で
、

木
材
の
伐
採
か
ら
加
工
・
流
通
に
関

わ
る
す
べ
て
の
業
者
が
環
境
や
地
域

社
会
に
配
慮
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
規
定
を
ク
リ
ア
し
た

製
品
に「
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
」を
与
え
て
い

ま
す
。
私
た
ち
消
費
者
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ

認
証
マ
ー
ク
入
り
の
製
品
を
選
ぶ
こ

と
で
、
持
続
可
能
な
環
境
づ
く
り
に

貢
献
で
き
ま
す
。

　

再
生
紙
の
紙
管
で
で
き
た「
紙
ペ

ン
」は
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
取
得
製
品
。
使

用
後
、
芯
を
取
り
外
せ
ば
リ
サ
イ
ク

ル
ご
み
に
分
別
可
。
紙
の
ぬ
く
も
り

を
感
じ
る
、
手
ざ
わ
り
の
優
し
い
ボ
ー

ル
ペ
ン
で
す
。

オーシャンプラスチックボールペン
海を思わせる美しい青がポイント

ぬくもりの紙ペン
森林を感じる一品

生活に身近な
文房具だからこそ、

サステナブルな素材を使った
商品を選び、

地球への〝Small kindness〞に
つなげてみませんか。
この度、運動本部は

新たに環境にやさしいボールペンを
2種作製しました。

「小さな親切」運動のグッズの収益
はすべて、青少年の心の育成活動
に充てられます。
ご購入はこちらから

「
小
さ
な
親
切
」作
文
の
ご
紹
介
作
者
が
闘
病
中
に
同
じ
病
棟
に
入
院
し
て
い
た
男
の
子
の
母
親
で
、

た
く
さ
ん
の
優
し
さ
を
く
れ
た“
み
ー
み
ー
さ
ん
〞へ
の
感
謝
を
綴
っ
た
作
品
で
す
。

昨
年
11
月
の
全
国
表
彰
式
で
は
、「
い
っ
し
ょ
に
病
気
と
闘
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
、み
ー
み
ー
さ
ん
が

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
作
者
へ
お
手
紙
を
寄
せ
て
く
だ
さ
り
、
会
場
は
大
き
な
感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

みーみーのゆう便屋さん
香川県　多度津町立豊原小学校　５年　春田　凛々花

　私は、５才のときに病気にかかり、入院していました。ずっと点てきがつながって
いて自由に動けなかったり、薬のせいで食欲がなくなったり、気分が悪くなったりと、
入院生活はとてもつらいことだらけでした。
　そんなとき、私を元気にしてくれた人がいます。その人は、同じ病棟に入院して
いた年下の男の子「こうちゃん」のお母さん、「みーみー」です。
　みーみーは、自由に動けないベッドの中でも遊べるようにと、かさ袋で風船を作っ
てくれました。食欲がないときは、食べやすいおかしをくれました。空き箱や割りば
しで、工作を教えてくれることもありました。みーみーは元保育士さんで、いろいろ
な楽しいことを知っていて、周りの子どもたちのヒーローでした。
　なかでも心に残っているのは、病棟内の「ゆう便ごっこ」です。手作りのポストを
病室の入り口に置いて、手紙やおかしの交かんをするのです。『おすすめです。見終
わったら○号室まで』というメッセージ付きのDVDが届くこともありました。何が
届いているかなあと、私はわくわくしながら、一日に何回ものぞきに行きました。
　私にとって、みーみーからの手紙は特別でした。
　『今夜、病院内の散歩に行きましょう。こうちゃんとむかえに行きます』
　みーみーから手紙がくると、私はすごくうれしくて、すぐに返事を出しました。
初めて行う治りょうの前の日にも、
　『うちのこうちゃんが、泣かないでできたんだから大丈夫。終わったらまた散歩
しよう』と、はげましの手紙が届きました。年下のこうちゃんができた治りょうなの
に、お姉さんの私が泣いたらはずかしいと思い、勇気をふりしぼって治りょうに行く
ことができました。
　実際、痛くも怖くもなく、へっちゃらでした。みーみーの手紙がなかったら、私は
怖くて泣いていたと思います。みーみーのゆう便ごっこは、手紙やおかしだけでは
なく、元気や勇気を運んでくれました。
　数カ月がたち、こうちゃんの転院が決まり、病院に残る私とお別れすることになり
ました。そして、私は本当のゆう便屋さんで手紙を出すことを約束し、連絡先を交
かんしました。
　3年後、私はまた入院することになりました。すごくショックで、みーみーに手紙
を出しました。すると、すぐにみーみーから一つの大きな箱が届きました。中には、
星の形の千羽づる、たくさんのおかし、笑顔のみーみーの似顔絵と『がんばれ!』の
手紙が入っていました。
　みーみーがいつも応えんしてくれている、天国のこうちゃんにはずかしい姿を見せ
たくない、という思いでいっぱいになりました。そして、もう一回がんばろうという
強い気持ちになれました。
　みーみーの小さな親切は私の宝物です。私は、みーみーのように親切を配るゆう便
屋さんになりたいです

全
国
表
彰
式
で
は
、
み
ー
み
ー
さ
ん

か
ら
の
手
紙
を
司
会
の
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
・
石
井
麻
由
子
さ
ん
が
朗
読
。

※作者の学年は受賞当時

内
閣
総
理
大
臣
賞

「色ブレ」はリサイクルの証
 価格：180円（税込）

価格：150円（税込）


